
3.健康で安心して暮らせるまちづくり�

●本市は、昭和36年に「交通安全都市宣言」

を行なうとともに、交通安全都市推進協

議会が主体となって、市民一人ひとりの

交通安全思想の普及に努めています。し

かしながら、全国的な傾向として、年々

交通事故件数は増加し、特に死亡事故は

大きな社会問題となっています。�

●本市での交通死亡事故件数は、平成５年

及び６年をピークに増減を繰り返してい

ます。これらの交通事故の防止対策とし

て、道路環境や交通安全施設を整備する

とともに、交通安全思想の普及に努めて

います。�

●駅周辺に駐輪場が整備され、通勤、通学

のための自転車やミニバイクの放置は少

なくなりましたが、駅周辺の開発に併せ、

施設の老朽化に伴う再整備が必要となっ

ています。�

�

　●交通事故の防止にあたり、日常生活の

中で、市民一人ひとりが交通安全を自覚

することが重要であり、保育園・幼稚園・

小中学校、そして職場や地域などにおい

て、子どもから高齢者まで、交通ルール

の遵守等、交通安全教育の充実が必要と

なっています。�

�
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　現況及び課題�

交通安全�

■  Traffic safety

交通安全市民運動�

�
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［施策の体系］�

交通安全�

�

�

●市民を交通事故から守るため、警察や地

域と連携し、交通安全施設の充実及び交

通安全教育の普及と徹底を図るとともに、

道路交通環境を確立し、安全なまちづく

りを進めます。�

�

�

　基本方針�

　施　策�
�

１ 交通安全思想の普及　�

　正しい交通モラルを身につけるため、幼

児から高齢者まで各世代別や地域環境に応

じた交通安全教育を実施し、交通安全思想

の普及に努めます。�

　また、広報活動を積極的に推進し、交通

安全組織の強化と地域や職場等の自主的な

活動を促します。�

�

�

２ 道路交通環境の確立�

　歩行者が安心して通行できる道路交通環

境を確立するため、道路環境の整備を図る

とともに、交通標識、防護柵、道路照明施

設等の交通安全施設の整備充実を促進し、

快適で安全なまちづくりに努めます。�

�

交
通
安
全�

�

�

�
１.交通安全思想の普及�
�
２.道路交通環境の確立�

　主な事業・計画�

交通安全施設整備事業�
側溝甲蓋・防護柵・道路照明・道路反射鏡・
道路区画線・通学路標識等の設置�

愛知県・�
蒲郡市�

�平成 ８ 年度�

平成 ９ 年度�

平成１０年度�

平成１１年度�

平成１２年度�

5�

3�

8�

4�

9

5�

3�

8�

4�

10

17�

16�

16�

10�

12

18�

16�

18�

10�

14

403�

414�

437�

453�

466

489�

485�

525�

538�

565

425�

433�

461�

467�

487

512�

504�

551�

552�

589

2,256 

2,401 

2,381 

2,381

2,401

2,681 

2,834

2,842 

2,848

2,888

36,874�

37,531�

37,935�

37,920�

37,782�

区分�
死　亡� 重　傷� 軽　傷� 人身事故�

総件数�
軽自動車を除く�
保有自動車台数�

物損�
件数�件数�人数�件数�人数�件数�人数�件数�人数�

資料：蒲郡警察署・豊橋自動車検査登録事務所�備考：保有自動車台数は、毎年３月３１日現在�

交通事故発生状況と保有自動車台数の推移�
掲載資料�

�

�事業名� 計画期間� 事業主体�概要�

前期　　　後期�

○� ○�
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